
 
ラムサール条約登録湿地関係市町村会議 

⽚野鴨池宣⾔ 
	 我々、ラムサール条約登録湿地関係市町村は、本条約の国内登録湿地のうち最も小さな湿地である片野鴨池を有する加

賀市に集い、湿地と人の関わりの歴史、その保全を目指す多様な人々の活動について、互いに学びあう機会を得た。 

	  かつて人々は、生活の糧を得る場として、あるいは調整池や水源として、湿地を適切に利用し、自然と共生していた。 

	  しかし、近年の快適な生活や生産性の向上を追及する人間の活発な活動にともなう大量生産、大量消費、大量廃棄型の

社会経済活動などに起因する気候の急激な変動により、湿地を含む多くの生態系では２１世紀中にその復元力が追いつか

なくなる可能性が高いことが指摘されている。 

	  そこで、我々は、先人から受け継いだ湿地がかけがえのない貴重な財産であるとともに、その保全のための行動が地球

温暖化の警鐘と自然保護の啓発につながることを認識し、以下の点について歩調を合わせ、着実に、将来にわたって取り

組んでいくことを決意した。 
 

１ 	 国内のラムサール条約湿地を将来にわたり保全するため、国・道・県・市町村がともに協力し、地域住民の参画を

求め、湿地の賢明な利用および自然環境の保全を目指し、地域の特性に応じた湿地管理のための計画を策定し、実行

する。 

２ 地域の人々との関わりの中で、湿地は恵み豊かな自然はもちろん、歴史、文化をはじめとする様々なものを生み、育

ててきた。このことを踏まえ我々は将来の世代に、湿地を価値ある姿のまま引き継がなければならないことを認識す

るとともに、地域住民が積極的に関与し、共存する湿地の保全を推進する。 

３ 生活様式の変化によって人と湿地との関わりが希薄とならないよう、本来湿地が持っている価値に多くの人が『気付

き』、『学び』、『後世に伝える』ため、地域や世代を超えた交流を促進する。 

 
	 我々は、国内のラムサール条約湿地の保全、活用、将来への受け渡しが自らの行動によってのみ達成されるものである

ことを強く心に刻み、その責務を全うすることを誓うとともに、現在残されている貴重な湿地が一つでも多く、ラムサー

ル条約湿地となって保全されていくことを期待する。 
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